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平
成
十
八
年

◎　

七
月
一
日　

産
卵
箱
ミ
ズ
ゴ
ケ
に
、

ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
の
卵
を
確
認
。

◎　

七
月
三
日　

一
齢
の
幼
虫
を
多
数
発

見
。
（
六
月
九
日
の
産
卵
箱
設
置
後
初

め
て 
孵  
化 
を
確
認
。
）

ふ 

か

◎　

七
月
十
八
日　

二
齢
の
幼
虫
を
確
認

し
、
飼
育
ト
レ
イ
の
分
別
を
す
る
。

◎　

七
月
二
十
七
日　

三
齢
の
幼
虫
を
確

認
。

◎　

八
月
九
日　

二
齢
と
三
齢
の
幼
虫
を
、

自
作
の
循
環
式
飼
育
箱
で
飼
育
を
開
始
。

◎　

八
月
二
十
一
日　

六
箱
の
循
環
式
飼

育
箱
で
二
齢
か
ら
四
齢
ま
で
の
幼
虫
を

約
四
千
六
百
匹
確
認
。
（
一
齢
幼
虫
の

飼
育
は
継
続
。
）

◎　

九
月
八
日　

循
環
式
飼
育
箱
（
八

箱
）
全
て
で
二
齢
以
上
の
幼
虫
を
約
六

千
八
百
匹
確
認
。

　

ホ
タ
ル
は
、
卵
か
ら
孵
化
し
て
一
齢
の

幼
虫
に
な
り
、
四
回
脱
皮
し
て
五
齢
（
終

齢
）
の
幼
虫
に
な
り
ま
す
。
右
の
写
真
は

脱
皮
直
後
の
五
齢
に
な
っ
た
幼
虫
（
脱
皮

直
後
は
真
っ
白
）
で
す
。

　

孵
化
は
七
月
上
旬
か
ら
始
ま
り
、
約
一

カ
月
で
終
わ
り
ま
す
が
、
今
は
二
齢
か
ら

五
齢
ま
で
の
幼
虫
と
、
上
陸
し
て
さ
な
ぎ

に
な
っ
た
も
の
、
成
虫
に
な
っ
た
も
の
が

混
在
し
て
い
ま
す
。

　

六
月
で
四
齢
と
五
齢
の
幼
虫
は
成
虫
に

な
り
ま
す
が
、
遅
い
も
の
（
二
齢
〜
三

齢
）
は
、
お
そ
ら
く
来
年
ま
で
成
虫
に
は

な
れ
ま
せ
ん
。
�
自
然
は
種
の
保
存
の
た

め
に
個
体
の
成
長
に
差
を
つ
け
ま
す
�
。

　

幼
虫
は
夜
行
性
で
す
。
終
齢
に
な
る
と
、

昼
で
も
さ
な
ぎ
に
な
る
た
め
に
上
陸
を
し

ま
す
。
（
今
年
は
養
殖
場
に
約
四
千
匹
放

流
。
）
約
一
カ
月
後
、
光
る
姿
が
魅
力
的

な
成
虫
に
な
り
ま
す
。

　

タ
ニ
シ
の
提
供
や
飼
育
の
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
幼
虫

の
放
流
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

感
謝
・
感
謝
。

脱皮直後の幼虫

上陸する終齢の幼虫

　阿久比町の水田や川のほとりなどに多く生息するヘイケボタル。一年で最も多く見ることができる時期は、6月中旬から7月中旬までの約一カ
月間です。 
※阿久比町でも地区によって発生の時期に違いがあります。 

　時間や場所はもちろん、当日の天候にも大きく左右されます。ホタルが最も好むのは、風がなく、蒸し暑い夜。今にも雨が降り出しそうな天候
時が一番活動的になります。 

　ホタルが最も元気に活動する時間は、日没後の約1時間から2時間。午後8時ごろから午後9時ごろまでが、発光するホタルの姿を確認できる
時間です。ホタルの淡い光を美しく映し出す夜の闇が阿久比の町をすっぽりと包み始めたころ、町のあちらこちらで元気に飛びかうホタルを探し
に、散歩気分で気軽に出かけてみませんか。 

7月1日は、あぐいほたるの日です 

平成６年７月１日に阿久比町で 
開催した「ほたるサミットあぐい'９４」。 

これを記念し、毎年７月１日を 

“あぐいほたるの日” 
と制定しました。 

アグピー 

7月1日は、あぐいほたるの日です 


